
                             
 
 
 
 
 
 

 
 

１ 花だんの周りを囲むようにして，幅が a ｍの道がある。この道の面積を Ｓ ｍ２，道の真ん中を通る線（図

では点線で表示）の長さを ℓ ｍとすると，Ｓ＝aℓ となる。このことを次の３つの図形で説明しなさい。 
 
（１）花だんの形が，縦 xｍ，横 yｍの長方形である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）花だんの形が，半径 rｍの円である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）花だんの形は，縦 xｍ，横 yｍの長方形であるが，道の角が丸くなっている。 
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〔Point〕 

① 道の面積Ｓを文字で表す。 

② ℓ を文字で表す。 

 
  

１ （１）花だんの面積＝内側の長方形の面積=縦×横＝xy  

   （花だんの面積＋道の面積）＝大きい長方形の面積＝（x＋２a）（y＋２a）＝（２a＋x）（２a＋y） 

                          ＝４a２＋２（x＋y）a＋xy 

     よって，Ｓ＝４a２＋２（x＋y）a＋xy－xy＝４a２＋２（x＋y）a ＝２a（２a＋x＋y）･･･① 

     また ℓ＝２x＋２y＋a×４＝２（２a＋x＋y）･･･② 

 

①，②より Ｓ＝２a（２a＋x＋y）＝２（２a＋x＋y）×a＝aℓ 
      したがって  Ｓ＝aℓ 

 

（２）花だんの面積＝小さい円の面積＝π×r２＝πr２ 

  （花だんの面積＋道の面積）＝大きい円の面積＝π×（r＋a）２＝π（r２＋２ar＋a２） 

                                ＝πr２＋２πar＋πa２ 
     よって，Ｓ＝πr２＋２πar＋πa２－πr２＝２πar＋πa２＝a（２πr＋πa）･･･① 

   また， ℓ＝２π×（r＋
2
1

a）＝２πr＋πa ･･･② 

 

①，②より Ｓ＝a（２πr＋πa）＝aℓ     
したがって  Ｓ＝aℓ 

 
   （３）道を４つの長方形と４つのおうぎ形（合わせて一つの円になる）にわけた 

Ｓ＝２×ax＋２×ay＋π×a２×
4
1
×４＝２ax＋２ay＋πa２ ＝a（２x＋２y＋πa）･･･① 

また ℓ＝２x＋２y＋２π×
2
1

a＝２x＋２y＋πa ･･･② 

 

 ①，②より Ｓ＝a（２x＋２y＋πa）＝aℓ 

  したがって  Ｓ＝aℓ 
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